
令
和
５
年
度
第
６
回
藤

島
地
域
教
育
振
興
会
議
が

９
日
、
藤
島
地
区
地
域
活

動
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
保
護
者
説

明
会
と
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。６

月
中
旬
に
各
園
と
各

学
校
を
通
じ
、
説
明
会
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
７
月

３
日
に
全
保
護
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
お
願
い
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

対
象
は
、
未
就
学
児
と

児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、

約
６
８
０
世
帯
で
す
。

説
明
会
は
６
月

日
に

26

い
な
ば
幼
稚
園
で
行
い
、

人
が
参
加
し
、
７
月
１

12日
と
２
日
に
、
藤
島
地
区

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行

い
、
１
日
７
人
、
２
日
17

人
の
計

人
で
、
参
加
率

36

は
５
・
３
％
と
極
め
て
少

な
い
結
果
で
し
た
。

期
間
中
、

説
Y

ouTube

明
動
画
の
再
生
回
数
は
１

０
６
回
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
７
月
18

日
ま
で
回
答
さ
れ
、
回
答

実
数
は
１
０
４
件
、
回
答

率
は
対
象
世
帯
の
約

％
15

と
、
回
答
も
極
め
て
少
な

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
、
藤
島
中
学
校
改

築
に
あ
わ
せ
、
小
中
一
貫

校
の
開
設
は

件
で
約

89

85

％
、
う
ち
藤
島
地
域
内
の

全
て
の
小
学
校
と
中
学
校

が
一
緒
に
な
る
義
務
教
育

学
校
の
開
設
は

件
で
、

51

約

％
の
結
果
で
し
た
。

58こ
の
結
果
を
受
け
、
委、

員
全
員
が
意
見
を
表
明
し

判
断
で
き
な
い
と
す
る
1

人
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の

委
員
が
、
義
務
教
育
学
校

の
開
設
に
賛
成
の
意
見
と

な
り
ま
し
た
。

是
非
は
論
ぜ
ず

も
と
も
と
会
議
は
「
鶴
、

岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
の

方
針
は
決
定
済
で
、
是
非

は
論
ぜ
ず
、
①
義
務
教
育

学
校
、
②
併
設
型
小
学
校

・
中
学
校
、
③
既
存
の
学

校
施
設
の
３
つ
の
う
ち
、

ど
れ
を
選
ぶ
か
と
さ
れ
、

「
併
設
型
」
や
「
既
存
」

で
は
「
一
貫
教
育
の
効
果

、

が
得
に
く
い
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
の
で
、
①
義
務

教
育
学
校
に
集
約
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
義
務
教
育
学

校
で
は
、
小
学
校
と
中
学

校
の
学
校
段
階
を
区
分
す

る
こ
と
の
意
味
が
失
わ
れ

ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

進
学
す
る
こ
と
の
発
達
的、

意
味
を
考
え
な
い
判
断
は

児
童
生
徒
の
発
達
的
力
の

蓄
積
に
、
大
き
な
リ
ス
ク

と
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
大
き
な
リ
ス

ク
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
転
手
の
高
齢
化
と
減
少

で
す
。

「
運
転
手
が
一
人
休
め

ば
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

回
す
の
が
困
難
だ
、
こ
れ

以
上
学
校
統
廃
合
は
止
め

て
く
れ
」
と
い
う
の
が
、

関
係
者
の
切
実
な
訴
え
で

す
。
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ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
の
開
発
は
、
村

の
北
西
、
字
西
村
地
内
の

俗
称
鍛
冶
屋
敷
の
あ
た
り

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

、「

、

こ
の
こ
と
は
け
し
灰

柱
根
、
金
屑
」
な
ど
の
出

土
に
よ
っ
て
も
伺
え
る
。

こ
の
辺
り
一
帯
は
、
田

ん
ぼ
で
あ
っ
た
が
、
土
を

盛
り
上
げ
た
畑
も
あ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
海
藤

儀
右
衛
門
さ
ん
の
畑
で
、

麦
畑
で
あ
っ
た
。

村
名
は
、
村
の
南
、
社

地
（
権
現
さ
ま
）
に
、
一

ツ
の
木
に
八
枝
八
葉
の
花

が
咲
く
木
に
由
来
す
る
と

言
う
（
皇
大
神
社
入
口
の

手
水
場
に
解
説
が
あ
る
。）

八
栄
島
地
区
は
、
庄
内

平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
今
野
川
と
荒
川
が
合

流
し
て
藤
島
川
と
な
り
、

藤
島
元
町
を
貫
流
し
、
豊

栄
集
落
の
南
に
土
砂
を
運

び
、
高
台
を
つ
く
り
、
砂

質
壌
土
で
畑
作
に
適
し
て

い
る
。

一
方
、
祓
川
を
源
流
と

し
た
京
田
川
は
、
小
中
島

集
落
を
東
北
に
流
れ
、
肥

沃
な
土
地
で
、
埴
土
系
の

地
質
は
稲
作
に
適
し
、
農

業
生
産
に
恵
ま
れ
た
。

、

八
栄
島
と
長
沼
地
区
は

Ｙ
字
型
に
流
れ
た
藤
島
川

と
京
田
川
に
挟
ま
れ
た
緑

の
大
地
で
あ
る
。

藩
政
時
代
、
八
色
木
村

は
松
山
領
、
落
野
目
村
と

小
中
島
村
は
庄
内
領
で
あ

っ
た
。

明
治
４
（
１
８
７
１
）

年
の
廃
藩
置
県
令
に
よ
っ

て
、
大
泉
県
、
酒
田
県
、

山
形
県
と
な
っ
た
。

明
治
９
（
１
８
７
６
）

年

月
、
七
曲
村
と
四
ツ

12
興
屋
村
を
合
併
し
て
三
和

村
と
し
た
。

同
年
、
西
荒
屋
村
を
藤

岡
村
と
改
め
た
。

翌
明
治

年
、
十
文
字

10

村
と
長
沼
が
合
併
し
て
長

沼
村
と
し
た
。

同
年
９
月
、
落
野
目
村

を
豊
栄
村
と
改
め
た
（
藤

島
町
史
下
巻
参
照
。
こ
れ

）

は
、
同
じ
郡
内
の
新
堀
村

（
酒
田
市
）
落
野
目
村
が

あ
っ
た
の
で
改
名
し
た
。

豊
栄
村
は
、
豪
農
日
向

（

）

三
右
衛
門
貴
族
院
議
員

が
酒
井
藩
と
親
交
が
あ
っ

た
縁
で
、
豊
か
に
栄
え
る

と
言
う
め
で
た
い
村
名
を

戴
い
た
。
豊
栄
集
落
公
民

館
に
、
明
治
５
年
８
月

日
向
君
届
題

三
州
長
筆

に
よ
る
「
豊
栄
館
」
の
扁

額
が
あ
る
。

三
州
長
（
長
三
州
と
も

言
う
）
は
、
天
保
４
年
～

明
治

年

歳
没
。
大
分

28

62

県
生
ま
れ
で
明
治
書
家
の

第
一
人
者
、
文
部
官
僚
、

宮
内
省
文
字
御
用
掛
、
明、

治
時
代
は
漢
字
の
長
三
州

洋
学
の
福
澤
諭
吉
と
言
わ

れ
た
教
育
界
の
双
璧
で
あ

る
。日

向
三
右
衛
門
が
貴
族

院
議
員
に
な
る
前
に
、
こ

う
し
た
大
人
物
が
日
向
君

の
た
め
に
揮
毫
し
た
こ
と

を
思
う
と
、
日
向
三
右
衛

門
の
人
徳
が
偲
ば
れ
る
。

こ
の
書
は
豊
栄
村
の
宝
で

あ
る
。
三
右
衛
門
は
明
治

年
９
月
か
ら

年
９
月

30

37

ま
で
貴
族
院
多
額
納
税
議

員
で
あ
っ
た
。

な
お
、
三
州
長
の
高
弟

に
山
口
半
峯
が
い
る
。
山

口
半
峯
は
明
治
２
年
、
酒

田
市
生
ま
れ
で
、
国
定
教。

科
書
習
字
手
本
を
書
い
た

回
答
率
わ
ず
か

％
の
結
果
で

15

義
務
教
育
学
校
に
意
見
集
約
か
？

６８０世帯中、回答率がわずか１５％の結果

（ ）保護者アンケート結果から 第６回藤島地域教育振興会議



ア
ジ
ア
学
院
研
修
生
の

庄
内
研
修
が
、
鶴
岡
市
有

機
農
業
推
進
協
議
会
（
小

野
寺
喜
作
会
長
）
の
主
催

で
、

日
か
ら

日
ま
で

21

25

５
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
１
９

年
８
月
の
第

回
で
中
断

25

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
４
年
ぶ
り
の
再
開
と
な

り
、
期
間
は
こ
れ
ま
で
の

日
間
の
半
分
と
し
て
、

10

。

慣
ら
し
運
転
と
し
ま
し
た

４
年
前
ま
で
は
、
添
川

の
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
に

宿
泊
し
、
農
家
民
泊
２
泊

と
実
習
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
改
善
セ
ン
タ
ー
の

エ
ア
コ
ン
や
ボ
イ
ラ
ー
が

故
障
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー。

が
使
え
な
く
な
り
ま
し
た

そ
こ
で
急
き
ょ
、
鶴
岡

市
農
業
経
営
者
育
成
学
校

の
第
１
期
卒
業

SEA
D

S

生
で
、
宝
徳
の
空
き
家
に

移
住
し
、
平
飼
い
養
鶏
を

実
践
し
て
い
る
佐
藤
直
樹

氏
の
と
こ
ろ
に
宿
泊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
は
、
宝
徳
公
民
館

21
で
大
歓
迎
会
、
農
業
生
産

法
人
み
ま
す
元
氣
村
や
、

藤
島
庁
舎
エ
コ

タ
ウ
ン
室
、

、
庄
内

SEA
D

S

た
が
わ
農
協
、

庄
内
協
同
フ
ァ

ー
ム
、
荘
内
教

会
保
育
園
、
会

長
の
小
野
寺
喜

作
さ
ん
を
訪
問

し
ま
し
た
。

研
修
生
は
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ、

カ
の

カ
国
か
ら

人
で

10

13

ス
タ
ッ
フ
３
人
を
含
め
16

人
が
来
鶴
。

栃
木
県
那
須
塩
原
市
槻

沢
に
あ
る
ア
ジ
ア
学
院
で

１
年
間
研
修
し
、
卒
業
後

は
自
国
の
農
業
・
農
村
開

発
の
指
導
者
と
し
て
活
躍

し
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
だ
っ
け
が
忘

、

。

れ
て
し
ま
わ
ね
が
ん
な

▲
俺
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、

よ
く
夕
立
が
あ
っ
た
も
の

だ
が
、
夕
立
と
い
う
言
葉

無
く
な
っ
た
の
か
ナ
。
雷

が
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
南
の
空

に
発
し
、
頭
の
上
を
北
の

山
ま
で
走
り
、
サ
ー
と
雨

を
連
れ
て
き
た
も
の
だ
っ

。

。

た
今
は
そ
れ
が
欲
し
い

▲
何
時
に
な
く
畑
さ
水
運

ん
だ
。
ん
だ
ど
も
、
も
う

諦
め
た
と
い
う
人
も
。
雨

が
降
っ
た
ら
秋
物
植
え
っ

で
あ
・
と
の
思
い
も
、
雨

は
い
つ
来
る
の
か
。

▲
こ
の
猛
暑
は
全
国
的
な

も
の
。
今
年
は
国
か
ら
節

電
の
言
葉
が
な
い
。
何
故

な
ん
だ
。
ど
っ
か
の
償
却

切
れ
の
原
発
動
い
た
か
ら

か
。
こ
れ
も
じ
ん
で
ね
事

だ
が
、
首
相
は
じ
ん
で
な、

く
戦
争
の
準
備
に
忙
し
く

平
和
の
外
交
が
な
い
ヨ
。

▲
番
号
間
違
い
の
１
０
６

９
件
は
０
・
０
０
７
％
だ

と
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
発

、

。

行
は
発
行
数
そ
の
も
の

こ
れ
は
「
え
げ
つ
ね
」
っ

て
い
う
ん
だ
（
石
川
）

。

利
益
を
生
み
、
ま
た
職
員

を
統
括
す
る
組
合
長
の
地

位
も
高
ま
り
、
執
務
室
と

近
辺
を
威
厳
の
あ
る
雰
囲

気
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

東
田
川
史
跡
物
語

再
び
議
事
堂
北
面
付
属
棟
の
こ
と

青
山

崇

の
納
ま
り
状
況
（
下
図
：

『

』

保
存
修
理
工
事
報
告
書

所
収
）
か
ら
、
付
属
棟
の

も
の
が
後
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
解
っ
た
と
い
う
。

丁
寧
に
修
正
し
、
色
は

衰
え
て
い
る
が
、
草
花
の、

形
は
本
来
の
も
の
が
残
り

一
定
程
度
、
金
唐
革
壁
紙

に
戻
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
増
築

部
と
し
て
こ
れ
だ
け
を
修

理
保
存
す
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。

こ
れ
だ
け
手
を
か
け
た

背
景
に
は
、
電
気
の
普
及

に
よ
っ
て
、
電
気
事
業
の

評
価
が
急
速
に
高
ま
り
、

蔵
は
、
こ
の
頃
の
建
築
と

い
わ
れ
て
い
る
。

後
世
の
増
築
部
は
撤
去

す
る
と
い
う
方
針
の
な
か

で
、
郡
会
議
事
堂
北
面
の

こ
の
付
属
棟
は
、
１
９
３

８
（
昭
和

）
年
に
増
築

13

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

、

、

は
本
紙
７
月

日
号
で

30

当
時
の
新
聞
を
史
料
と
し

て
示
し
た
。

さ
ら
に
解
体
工
事
に
よ

っ
て
、
付
属
棟
の
下
見
板

あ
ま
り
に
も
異
常

あ
ま
り
に
も
異
常
な
事

態
を
こ
の
地
方
で
は
「
じ
、

ん
で
ね
」
と
い
う
が
、
尋

常
じ
ゃ
な
い
か
ら
き
た
言

葉
だ
ろ
う
か
。
そ
の
究
明

は
誰
か
に
お
任
せ
す
る
こ

と
に
し
て
「
じ
ん
で
ね
」

、

事
を
拾
っ
て
み
る
と
、

、

。

▲
先
ず
は
こ
の
天
気
だ

初
め
の
こ
ろ
は
覚
え
っ
だ

ぶ
り
こ
い
で
、
稲
の
穂
が

稔
る
ま
で
一
千
度
ほ
し
い。

っ
て
言
っ
た
も
ん
だ
ど
や

ん
だ
さ
げ
、
こ
の
温
度
30

日
は
い
ん
な
で
ん
だ
、
ナ、

ン
て
言
っ
て
い
た
ん
だ
が

余
り
に
も
じ
ん
で
な
ぐ
で

米
質
に
影
響
す
る
の
が
心

配
だ
。
必
要
な
温
度
は
十

分
す
ぎ
る
か
ら
、
米
質
が

悪
く
な
ら
な
い
管
理
は
農。

業
者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

頑
張
っ
て
く
れ
よ
。

▲
し
か
し
こ
の
晴
天
、
あ

と
何
日
続
く
の
だ
か
。
天

気
予
報
に
、
三
川
町
に
傘

の
マ
ー
ク
が
出
て
雨
を
期

待
し
た
日
も
あ
っ
た
ん
だ

が
、
こ
れ
だ
ば
、
雨
っ
て

ア
ジ
ア
学
院
研
修
生
の
庄
内
研
修

４
年
ぶ
り
に
再
開
、

回
目

26

こ
の
付
属
棟
は
、
郡
会
議

事
堂
創
建
時
か
ら
あ
っ
た

も
の
で
は
な
い
。

１
９
２
６
（
大
正

）
15

、

、

年
郡
制
廃
止
に
よ
っ
て

郡
営
電
気
事
業
は
、
公
益

性
と
利
益
性
か
ら
東
田
川

郡
藤
島
外

ヵ
町
村
電
気

27

事
業
組
合
（
以
後
「
電
気

、

事
業
組
合
」
と
す
る
）
に

経
営
移
譲
し
た
。

郡
会
議
事
堂
は
組
合
役

場
と
な
り
、
付
属
倉
庫
・

鶴岡市農業経営者育成学校SEADSを訪問（8/22）


